
分析美学の諸問題 
Problems of Analytic Aesthetics 

 

① 美学（芸術学）の目的   ② 芸術の定義  ③ 作品と解釈 
 

  ④ 美の定義   ⑤ 美の論理学？ 
 

 ⑥ 美と意識   ⑦ 美的と倫理的   ⑧ 対象化 
 

⑨ 情報美学   ⑩ ジャンル   ⑪ 進化美学   ⑫ メタ芸術 
 

 ⑬ 虚構   ⑭ 観測選択効果（１）   ⑮ 観測選択効果（２）  



第１１章 進化美学  

 美・・・・・・自然種か名目種か 

 美の認知と特定の脳神経状態とが常に相伴うことが発見されたら？ 

 必要十分条件の事実的発見は美の定義に貢献するか？ 

 概念的な可能性（他の神経状態との相関、または相関する神経状態の不在）をどれほど尊
重すべきか？  cf. 「痛み」の固定指示 
 

 芸術・・・・・・自然種か名目種か   人間以外の動物に芸術活動はあるか？ 

                             ex. ニワシドリのあずまや、チンパンジーの絵 

  芸術の起源の進化論的研究は、芸術の歴史主義的定義を前提するか？ 

 起源を異にする「芸術的」活動が発見された場合、芸術と認めるべきか？ 

             cf. 「虎」「水」の固定指示 
 

 美や芸術の自然科学的基盤が発見されたとき、美や芸術の現象的・文化的性質の解釈・評
価に影響が及ぶか（及ぶべきか） 

             cf. 自然主義の誤謬 未決問題からの議論 
 

  快（適応）と美と芸術的価値 

              cf.  Komar & Melamid: The Most Wanted Paintings on the Web 

                 http://awp.diaart.org/km/     ←次頁～の絵についてはここを参照 

http://awp.diaart.org/km/
http://awp.diaart.org/km/
http://awp.diaart.org/km/










 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美、芸術、適応の関係の変遷（の可能性） 

① 芸術美⊆適応     

② 芸術美⊆適応度指標 

③ 芸術美⊆前適応 

④ 芸術美⊆多面発現 

⑤ 芸術美⊆反適応 
 

⑥ 芸術美～〈美から倫理へ〉   

⑦ 芸術美～〈美から創造性へ〉  

⑧ 芸術美～〈美から独創性へ〉  

⑨ 芸術美～〈美から知へ〉   

⑩ 芸術美～〈美から俗へ〉 
 

⑪ 芸術美∋芸術の理念  

⑫ 芸術美⊇芸術の理念 

⑬ 芸術美＝芸術の理念 

⑭ 芸術美⊆芸術の理念 

⑮ 芸術美∈芸術の理念 

見かけ上反適応的な芸術を適応主義的
に説明するには・・・・・・ 
 

・顕示的消費（ハンディキャップ原理） 

・装飾形質（ランナウェイ効果） 

・創造性の多面発現（個体内・個体間） 

・統合失調・幻視能力の前適応 

・包括適応度（ミーム） 

・規則功利主義 

・観測選択効果（私は特別な存在である） 

   意識による（必要条件） 

   時間・機会数による（コペルニクス原理） 

   知性・情報処理能力による 

   内省度による 

   主題による 

・ウルトラファインチューニングの非蓋然性 

 （私は特別な存在の中では平凡である） 

   コペルニクス原理 



進化心理学の理屈を学ぶための通俗的な（ただし学術的裏付けのある）参考問題 

Ｑ１ なぜ人間の脳は巨大化できたのか？（200万年で３倍という驚異的な速度で？） 
 

Ｑ２ 女が恋愛や性について男より慎重なのはなぜか？ 
 

Ｑ３ 男の子が女の子より危険な遊びを好むのはどうしてか？ 
 

Ｑ４ デートの時に多く金を出すのはなぜ男なのか？ 
 

Ｑ５ 女の方が記念日を重視するのはなぜか？ 
 

Ｑ６ 歴史上、芸術家の大多数が男だったのはどうしてか？ 
 

Ｑ７ ポルノや売春の買い手がほとんど全員男なのはどうしてか？ 
 

Ｑ８ ホモセクシュアルの男がヘテロの男より性経験の相手が多いのはなぜか？ 
 

Ｑ９ エディプス・コンプレックスが人間の本能だという説が間違っている進化論的理由は？  
 

Ｑ10 オスカー・ワイルドの言葉「男は女の最初の恋人でありたいと願う。女は男の最後の恋人でありたいと願
う」は、真実を言い当てているか？ 
 

Ｑ11 男女どちらの方が、嫉妬心が強いだろうか？ 
 

Ｑ12 容姿が優れているほど性体験の相手が多いというのは、男女どちらにあてはまるか？ 
 

Ｑ13 社会的・経済的地位の高い家庭、低い家庭に生まれる赤ちゃんの性別はそれぞれどちらに偏るか？  
 

Ｑ14 一夫多妻から一夫一妻への移行は、男と女のどちらにとって恵みとなったか？ 
 

Ｑ15  人間以外の動物にレイプはみられるか？（レイプは性差別を維持するための政治的装置なのか？） 
 

Ｑ16 三大人種（ネグロイド、コーカソイド、モンゴロイド）を、双子の生まれやすい順に並べよ。その理由は？ 
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   （参考）生物進化を芸術作品かのように解釈すれば・・・・・・ 
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